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⼈の⽣命を守る技術とは

私たちは、 昭和14年の創業以来、⽇本における「オンリーワン技術｣であ
るパラシュートをはじめ、各種救命装備品を作り続けてまいりました。
⼈命を預かる製品の特質上、万にひとつの失敗も許されない、つまり
「絶対」であることを⾃らの使命とし、取り組んでおります。
妥協を許さない物づくりの精神は全社員が⼀貫して追求しており、そのこ
とが⼋⼗年以上にわたり、製品が原因となる救命事故を1件も起こすことな
く現在に⾄っている理由です。
また、近年では「はやぶさ」⽤のパラシュートなど、⾼い技術⼒が評価さ
れ宇宙分野への取り組みも拡⼤しております。
"ITを始めとする様々な産業の発展や、周囲を取り巻く社会環境の変化によ
り、より⾼品質、より⾼精度、より⾼性能な製品が要求される時代になり
ました。「いかに顧客のニーズを引き出し、顧客が満⾜する製品を提供す
るか」をテーマに、独⾃のノウハウと⾼い技術⼒を積み重ねてまいりまし
た。
今後は、更なるグローバル化に向けて、優れた⼈材と経験を礎に「⼈間尊
重と創造を通し、社会に貢献する」という理念を貫きつつ、私たちにしか
作れない製品を供し続け、時代のニーズに応えた事業展開を図ってまいり
ます。
代表取締役社⻑ ⻑井弘
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Technology to Protect Human Lives



パラシュート（⼈体傘）
Parachute (personal descent) 
⼋⼗有余年の技術・信頼・実績が 
国を守る、 その隊員の命を守る。

製品紹介

13式空挺傘 主傘

創業以来⼋⼗有余年、当社は基幹事業として落下傘の開発・製造に
⼒を注いでまいりました。戦後⼀時の中断はあったものの昭和２６
年（１９５１）年に製造を再開。以降、安全性、耐久性、操作性を
徹底追及し、緊急時の⼈命救助という失敗の許されないテーマにと
りくんでいます。製品開発においては現場で使⽤される⽅の声を的
確に反映。また、⼀切の妥協を排除した⽣産技術には、⽇本で唯⼀
の⼈体⽤落下傘の製造会社として、国防の最前線からも厚い信頼を
寄せられています。現在は当社の製品が輸出されることはありませ
んが、技術⾯では海外との交流も積極的に取り組んでおり、当社の
⼈体傘は外国のメーカーからも⾼い評価を得ています。



製品紹介

出典：陸上⾃衛隊⾃H/P

出典：陸上⾃衛隊⾃H/P

出典：陸上⾃衛隊⾃H/P
出典：陸上⾃衛隊⾃H/P



パラシュート（制動傘・物量傘・特殊傘他）              
 
あらゆる物資を安全に降ろす。 
様々な⽬的にも柔軟に対応する

制動傘 F−２

製品紹介

物資を安全かつ的確に⽬的地点へと軟着陸させる。航
空機、⽔雷等の速度や⽅向性を制御する。これらはい
ずれも、パラシュートの空気抵抗を⽣かした応⽤分野
です。物料傘、制動傘、特殊傘は、落下物、制御対象
の形状や重量は多種多様なうえ、使⽤される環境や状
況も様々です。そうした条件をクリアしてパラシュー
トの機能を間違いなく発揮させるのは当社が⻑年にわ
たり⼈命救助という絶対的な使命に応えてきたからに
ほかなりません。⼀度の失敗も許されない過酷なテー
マをみずからに課し、それを成し得てきた経験と技術
が、物料投下、制動、制御といった分野でも遺憾なく
発揮されているのです。

出典 航空⾃衛隊H/P
Drag-Chute F−２

重量物投下器材、物料傘1号

出典 陸上⾃衛隊H/P

Parachute (Drag Chute,Cargo Airdrop,Special Parachute,etc)



製品紹介

制動傘 F-2 Drag Chute F-2

出典：航空⾃衛隊H/P

⽅形傘 FS-300 Square Parachute FS-300

保安傘 FPB-126
Parachute Model FPB-126 For 
emergency



 救命装備品

救命胴⾐・特殊航空被服ほか先端の特許技術を集約して
過酷な環境で⼈体を保護する

製品紹介

耐寒耐⽔服

⾶⾏機の翼布に始まった薄膜加⼯の技術は、⾶⾏船、気球、落下
傘等の製造を経て、個⼈着⽤の救命・保命服の開発・⽣産に発展
しました。いまでは1000分の1ミリ (ミクロン) の世界で２〜３
の異なる素材を積層する技術によって、軽量化と強度を両⽴しつ
つ⾼い機能性を実現しています。 もちろん被服として求められ
る "着やすさ”の追求にも⼒を注いでいます。なかでも、数々の装
備品開発を通して蓄積した⼈体サイズの測定値を医学的、⼈間⼯
学的に解析する当社独⾃のノウハウを活⽤することで、着⽤者⼀
⼈ひとりが快適かつ確実にオペレーションを遂⾏するための救命
胴⾐、耐⽔、耐Ｇ服等を供給しています。さらに最⼤の特徴は、
こうして作られる救命・保命服を、落下傘をはじめとする当社製
の個⼈⽤装備品とシステム化した統合設計により装備の総重量を
軽量化できただけでなく、過酷な状況下でもワンタッチで着実に
機能する「個⼈⽤救命装備システム」を構築しています。そして
現在、当社の技術は個⼈装備品の製造だけにとどまることなく、
海上の救難⽤救命セット、艦船訓練⽤の標的、降下減速装置など
さまざまなシーンに、強度・軽量・⾼機能を備えた製品を供給し
ています。

Anti-Exposure Suit

救命胴⾐ LPU-N1
Life Presever LPU-N1

出典：海上⾃衛隊 H/P

 Life saving equipment



① 耐寒耐⽔服 ① Anti-Exposure Suit
② 耐G服 JG-7 ② Anti-G Suit JG-7
③ 救命胴⾐ LPU-1T1改 ③ Life Preserver LPU-T1Kai
④ JPCU-3P 改 ④ Torso Harness JPCU-3P Kai
⑤ 保命ジャケット 改2 ⑤ Life Vest Kai2

製品紹介

救命胴⾐ LPU-A2
Life Jacket Model LPU-A2

救命浮⾈ LRU-G1
Life Raft  LRU-G1



 航空・宇宙機器

最先端の航空宇宙開発分野での挑戦

製品紹介

ⒸJAXA

回収傘

Reentry parachutes

宇宙科学.気象観測

地球周回軌道上での重⼒実験に使われた「USERS」
や⼩惑星の物質を持ち帰った「はやぶさ 1.2」の回収
傘を製造し、機体の回収に協⼒しています。

The challenge being faced in the state-of-the-art development field.

気球
宇宙航空研究開発機構(JAXA)が実施する⼤気圏内での⼤気球実験で
は、⾼い信頼性を持つ当社の気球が使われています。 より⾼く(成層
圏→中間圏)、より⻑期(1週間→1ヶ年)にフライト出来るよう研究を
サポートしています。

Balloons

ⒸJAXA

ⒸJAXA

Cosmoscienece observation equip.Weather observer.

地球周回軌道上での重⼒実験⼩型衛星「USERS」
Zero-gravity experimentsin acircular earth orbit

 Aviation and space equipment



■サイズ: 20×20m
■材質: 7.5μポリイミド樹脂

溶着、接着可能な超薄膜フィルム、
宇宙空間で展張

ソーラーセイル/

超薄膜フィルムの帆を広げて太陽光圧を受けて航⾏する宇宙船
(⽇本が先⾏して実施)。 また、セイルの⼤型化についての研究
をサポートしています。

製品紹介

ⒸJAXA

⼩型ソーラー電⼒セイル 実証機 「IKAROS」
Solar sail/
Small, solar sail drive demonstration unit 'IKAROS'

■ 傘体形状 : ⼗字型
■ 傘体重量: 約600g 
■降下速度: 10m/s以下 
■ 使⽤材料: ポリエステル格⼦織布 (傘体)、

 ケブラー組打紐(吊索)

はやぶさ２回収⽤パラシュート

The parachute that retrieved Hayabusa2

宇宙環境でも劣化の少ない材料を選定、7年間の低温、 真空下
の収納に耐え、設計通り無事役割を果たすことができました。

Ultra-thin film high-altitude balloon

2020年12⽉ オーストラリアに着陸回収成功

ⒸJAXA

超薄膜⾼⾼度気球
■容積:（直径） 80000㎥
■ 直径: 60m
■フィルム厚： 2.8㎛(世界最薄) 
■材質: ポリエチレン
■到達⾼度: (2013年9⽉20⽇世界新記録樹⽴)

ⒸJAXA



 ⺠間向け製品
緊急時も優れた パフォーマンスで現場を⽀える

製品紹介

出典;海上⾃衛隊H/P

作業⽤救命⾐
国⼟交通省が安全のために義務づけている船舶作業⽤
の救命胴⾐。当社では⼩型船舶の乗員や湾岸作業員が
着⽤する近海沿岸⽤と、⼤型船の舷外作業⽤を製造し
ています。

作業⽤救命⾐FN-70S (⼩型船舶⽤救命胴⾐兼⽤)

General operation type life jackets

Our products offer excellent performance in the field under emergency conditions.

作業⽤救命⾐ FN-80 （⼩型船舶⽤救命胴⾐兼⽤)

作業⽤救命⾐ WP-2(⼩型船舶⽤救命胴⾐兼⽤)

救助⽤ベストスリング
⼭岳及び⽔難救助の為のベストスリン グ。 
⾸部からひざ部までの広い範囲を⽀えること
ができ、要救助者の負担を抑えることができ
ます。また、シンプルな構造で簡単に装着が
可能です。

Rescue Vest Sling

Rescue mat LC-25

救助マット LC-25
地上25m、体重120㎏までの⼈命救助が可能なエアークッション⾃⽴型
救助マット「LC-25」は増加するビル⽕災での⼈命救助に威⼒を発揮し
ています。

 Products for private corporations



 品質保証・技術開発・環境試験
品質保証

室内温度 ＋60°〜−50°
室内湿度 30%〜80%
⼨法 約３×３×２ｍ

環境試験室

技術センター内に設けられた⾵
洞試験装置。垂直と⽔平の2⽅
向で⾵洞試験ができる。

Quality guarantee

緊急事態において危険にさらされた⼈命を間違いなく救助す
る、その絶対的な課題に応えてきた当社の製品の品質は、徹
底した検査体制と、社員⼀⼈ひとりの使命感によって⽀えら
れています。材料選びから、材料の受け⼊れ、裁断、加⼯、
縫製、包装、出荷、そして完成品に⾄るまで、各⼯程ごとに
⼆重三重の品質検査を⾏い、求められる「絶対」を実現して
いるのです。お客さまが求める、あるいは法律が定めるとこ
ろを上まわる厳しい検査基準は当社独⾃のもの。当社がもっ
とも誇れる「商品」とは、そうした妥協のない品質保証とも
いえます。

Quality guarantee・Technology development and environmental test

Technology development and environmental test

技術開発・環境試験
何重にも重ねた緻密な検査が 命を守る 
「絶対」 を実現する

さらなる安全性と確かさを求め新たな
製品開発に挑み続ける
命を守る⼈体傘も、時代とともに求められる(優先される) 機能
が変遷します。また、新たな投下物や制御物も次々に登場し、
それらを安全に降下させる新しい落下傘が求められます。そう
した現場の変化に対応していくのも落下傘メーカーの重要な役
割と考え、当社では、そうした新しい落下傘の開発に常に取り
組んでいます。新製品といえども、求められる安全性と確実性
は変わりません。そのため落下傘に限らずあらゆる製品の開発
では、様々な環境を想定した実験と、確かな製造技術を構築す
るための試験を徹底しています。市場に出たその時から落下傘
はじめ救難・救命装備品の絶対性は求められるからです。

プール及び⾶び込み設備

Environmental test room

Pool and diving equipment
Dive height: 5, 3.5, 1.5 m6x6m 
pool (water depth 5, 3.5, 1.5m)

⾶び込み⾼さ：5、3.5、1.5ｍ ６×
６ｍプール（⽔深５、３.５、１.５ｍ）



本社・⼯場⽣産・開発機能、 事業所の機能ごとに区分した効率的な組織

商号 藤倉航装株式会社
代表者 代表取締役社⻑ ⻑井弘
URL http://www.fujikura-parachute.co.jp
本社 〒142-0063

東京都品川区荏原2-4-46
TEL.03-3785-2111（代）
FAX.03-3784-0416

船引⼯場 〒963-4312
福島県⽥村市船引町船引字卯⽥ケ作115-25

TEL.0247-82-4040
FAX.0247-82-2031

技術センター 〒963-4111
福島県⽥村市⼤越町上⼤越字後原10-71
TEL.0247-68-3721
FAX.0247-68-3190

資本⾦ 5000万円
設⽴ 昭和14年10⽉18⽇
主要取引銀⾏ みずほ銀⾏ 荏原⽀店
営業品⽬ 航空機装備品・航空機乗員⽤保安具

海難防⽌⽤具・保安具
技術提携会社 Aerazur Aerosafty Systems.

Airborns Systems
Airtec Gmph
AMI Industrries,Inc
Univeral Propulsion Company,Inc

営業・管理業務を集約した本社(東京都)

本社・事業所
Headquarters ・ Business offices

東京都品川区の本社と、福島県⽥村市の船引⼯場、技術センターの３⼤拠点。
本社には営業・管理業務部⾨を、船引⼯場には製造部⾨、技術センターには実
験・開発部⾨を置き、それぞれ機能ごとに分散しています。連携が必要な部⾨
を集中させることでコミュニケーションの無駄を排除し、効率的な事業展開を
実現しています。

A well-balanced system where the functions of the head office and plant are integrated to

(Tokyo)
Head office in charge of sales and administration work

品質保証･製造部⾨の船引⼯場(福島県)
Funehiki Plant in charge of product development, quality
control, and production (Fukushima Prefecture)

製品開発·試験部⾨の技術センター (福島県)
Product Development and Testing Department Engineering
Center (Fukushima Prefecture)

会社概要
Company name The Fujikura Parachute Co,.Ltd
President&COO Hiroshi Nagai
URL http://www.fujikura-parachute.co.jp
Head Office 142-0063

 2-4-46,Ebara, Shinagawa-ku, Tokyo, JAPAN
TEL.03-3785-2111（Main）
FAX.03-3784-0416

Funehiki Plant 963-4312
115-25 Udagasaku, aza Funehiki Funehiki-cho,  Tamura-shi,        
Fukushima-ken, JAPAN
TEL.0247-82-4040
FAX.0247-82-2031

Engineering Center 963-4111
10-71 Aza Ushirohara,  Ogoemachi  Kamiogoe  Tamura-shi,        
 Fukushimaken,Japan
TEL.0247-68-3721
FAX.0247-68-3190

Capital 50 Miilion Yen
Established Octber 18,1939
Bank Mizuho Bank-Ebara Branch
Product Aircraft Equipment・Flight Crew Safty Equipment

Maritime Hazard Avoidance Equipment・Safty Equipment
Technical Cooperation Aerazur Aerosafty Systems.

Airtec Gmph
AMI Industrries,Inc
Univeral Propulsion Company,Inc

●Company Profile

handle business affairs and development respectively.



年表 ●Chronology
昭和 14年 (1939) 藤倉航空⼯業株式会社 創業

15年 (1940) 落下傘の⼤量⽣産開始
20年 (1945) 藤産業株式会社と商号変更 ⺠需品の⽣産に転換
31年 (1956) 落下傘を本格的に⽣産再開
34年 (1959) 藤倉航装株式会社と商号変更
43年 (1968) ⽶アービン社との技術提携                   (現エアボーンシステム)
53年 (1978) 社屋の改装

平成   2年 (1990) 船引⼯場操業
  4年 (1992) 船引⼯場第2期⼯事完了
  5年 (1993) 倉庫棟⼯事完了
  7年 (1995) ⾵洞試験棟⼯事完了
11年 (1999) 創⽴60周年 エアズール社との技術提携
12年 (2000) ISO 9001 認証取得
21年 (2009) 創⽴70周年
22年 (2010) エアテック社との技術提携
26年 (2014) 13式空挺傘

令和 元年 (2019) 創⽴80周年
 3年（2021）  技術センター完成

1939 Est.Fujikura Aviation Industries, Ltd.
1940 Mass-Prod.of Parachute.
1945 Changed Fuji Industries, Ltd.Switched to Civilian Goods Prod.
1956 Resumption of production of Parachute in earnest.
1959 Changed The Fujikura Parachute Co.,Ltd.
1968 Technical Cooperation with w/Irvin Industries, Inc.
1978 Reconstruction of the Company Building.
1990 Funehiki Plant Grand Opening.
1992 Funehiki Plant Second Const. Comlleted.
1993 Warehouse Construction Completed.
1995 Wind-Tunnel Tes Center Completed 
1999 The 60th Anniversary.      Technical Cooperation with  Aerazur Aerosafety Systems. 
2000 ISO9001
2009 The 70th Anniversary.
2010 Technical Cooperation with Airtec Gmph. 
2014 Airborne Parachute Type13.
2019 The 80th Anniversary.
2021  Engineering-center Grand Opening

防衛省 ⽇本⾶⾏機株式会社
海上保安庁 住友重機械⼯業株式会社
東京消防庁 藤倉コンポジット株式会社
宇宙航空研究開発機構  株式会社重松製作所
三菱重⼯業株式会社 島⽥燈器⼯業株式会社
川崎重⼯業株式会社 東レ株式会社
株式会社SUBARU          株式会社 武蔵富装
株式会社IHIエアロスペース ホシノ⼯業株式会社
株式会社ダイセル 株式会社シマノ
中国化薬株式会社 株式会社サス・スポーツプロダクト
⽇本電気株式会社
ミネベアミツミ株式会社
東洋紡株式会社

主要取引先（順不同） ●Main Customers
Ministry of Defense Japan Aircraft MFG Co.,Ltd.
JAPAN Coast Guard Sumitomo Heavy Industries, Ltd
The Metropolitan Fire Dept. Japan  FUJIKURA COMPOSITES Inc.
JAPAN Aerospace Exploration Agency Shigematsu Corporation Ltd
Mitsubishi Heavy Industries Ltd. SHIMADA & CO., LTD. 
Kawasaki Heavy Industries Ltd.   Toray Industries, Inc.
SUBARU CORPORATION MUSASHI FUSOH CO., LTD.
IHI Aero Space Co.,Ltd. Hoshino Industries Ltd
Daisel Co.,Ltd. SHIMANO INC
Chugoku Pharmaceutical Co.,Ltd. SAS SPORTS PRODUCT Co, Ltd
NEC Corp Ltd.. 
MinebeaMitsumi Inc
TOYOBO CO., LTD.

主要グループ会社と海外技術提携会社 ●GROUP COMPANIES & TECHNICAL COOPERATION
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導⼊事例０１ 

2021.11.1

⽇本落下傘事始
英国から来⽇したスペンサーが、上野公園や横浜で
気球と落下傘の軽わざを披露したのは明治２３年で
した。⾒物した多くの⽇本⼈にとって、空中を浮遊
する巨⼤な物体を⽬の当たりにしたのはこの時が初
めて。⾒物⼈のひとり、尾上菊五郎はそのダイナミ
ックな芸に感激し、それを仕組んだ芝居を上演した
ほどでした。この年は⽶国からもボルドウィンが来
⽇し、同様の芸を披露しています。
上野公園で公開されたのは、明治２３年１２⽉８⽇
のこと。前⽇の「東京新聞」は、「現在世界に⾏は
るる⾵船乗⽤傘の発明者として、⼜その技術も実に
驚くべきもの多きよしなる」と、彼の空中芸を賞賛
しています。同記事によれば、まずは会場に⽴てら
れた⾼塔から下⽅に張られた命綱に落下してみせた
のち、気球で約２４mの⾼さまでのぼって様々な特
技を演じ、最後は落下傘で地上に着地してみせると
いうものだったそうです。ちなみに当時の⼊場料は
、上等１円、中等５０ 銭、下等２０銭、四等１０
銭でした。表紙に掲載した絵はその時の様⼦を描い
た、「⽶国⼈軽気乗」と題された⽯版刷りです (明
治２３年１２⽉２２⽇発⾏/画作 および発⾏⼈:⽮島
徳三郎、 勝⼭繁太郎/吉⽥⼩五郎⽒蔵)。


